
平成年月日 木曜日 (号外第号)官 報

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
法
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
一
〇

一
一
（
育
児
又
は
介
護
を
行
う
職
員
の
早
出
遅
出
勤

務
並
び
に
深
夜
勤
務
及
び
超
過
勤
務
の
制
限
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
二
月
一
日

人
事
院
総
裁

一
宮
な
ほ
み

人
事
院
規
則
一
〇

一
一

八

人
事
院
規
則
一
〇

一
一
（
育
児
又
は
介
護
を
行
う
職
員
の
早
出
遅
出
勤
務
並
び
に
深
夜
勤
務
及
び
超
過
勤
務

の
制
限
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
〇

一
一
（
育
児
又
は
介
護
を
行
う
職
員
の
早
出
遅
出
勤
務
並
び
に
深
夜
勤
務
及
び
超
過
勤
務
の
制

限
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
子
を
」
を
「
子
（
同
項
第
一
号
に
お
い
て
子
に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
者
（
以
下
「
特
別
養
子
縁
組

の
成
立
前
の
監
護
対
象
者
等
」
と
い
う
。）を
含
む
。
以
下
同
じ
。）を
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

当
該
請
求
を
し
た
職
員
が
当
該
請
求
に
係
る
子
と
同
居
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
場
合

四

当
該
請
求
に
係
る
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
前
の
監
護
対
象
者
等
が
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）

第
八
百
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
家
事
審
判
事
件
が
終
了
し
た
こ
と
（
特
別
養
子
縁
組
の

成
立
の
審
判
が
確
定
し
た
場
合
を
除
く
。）又
は
養
子
縁
組
が
成
立
し
な
い
ま
ま
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法

律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
解
除
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
特
別
養

子
縁
組
の
成
立
前
の
監
護
対
象
者
等
で
な
く
な
っ
た
場
合

第
五
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

第
一
号
、
第
二
号
又
は
前
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
当
該
請
求
を
し
た
職
員
が
第
三
条
に
規
定
す
る
職
員
に

該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合

第
八
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

当
該
請
求
を
し
た
職
員
が
当
該
請
求
に
係
る
子
と
同
居
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
場
合

四

当
該
請
求
に
係
る
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
前
の
監
護
対
象
者
等
が
民
法
第
八
百
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
請
求
に
係
る
家
事
審
判
事
件
が
終
了
し
た
こ
と
（
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
の
審
判
が
確
定
し
た
場
合
を
除

く
。）又
は
養
子
縁
組
が
成
立
し
な
い
ま
ま
児
童
福
祉
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
解
除

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
前
の
監
護
対
象
者
等
で
な
く
な
っ
た
場
合

第
八
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

第
一
号
、
第
二
号
又
は
前
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
当
該
請
求
を
し
た
職
員
が
第
六
条
に
規
定
す
る
職
員
に

該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合

第
十
二
条
第
一
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

当
該
請
求
に
係
る
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
前
の
監
護
対
象
者
等
が
民
法
第
八
百
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
請
求
に
係
る
家
事
審
判
事
件
が
終
了
し
た
こ
と
（
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
の
審
判
が
確
定
し
た
場
合
を
除

く
。）又
は
養
子
縁
組
が
成
立
し
な
い
ま
ま
児
童
福
祉
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
解
除

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
前
の
監
護
対
象
者
等
で
な
く
な
っ
た
場
合

五

第
一
号
、
第
二
号
又
は
前
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
当
該
請
求
を
し
た
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
第
九
条
又
は
第
十

条
に
規
定
す
る
職
員
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合

第
十
三
条
中
「
及
び
第
四
号
」
を
「
か
ら
第
五
号
ま
で
」
に
、「
、
第
九
条
並
び
に
前
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
及
び

前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
」
に
、「
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
者
」
を「
要
介
護
者
」に
改
め
、「
そ

の
子
」
の
下
に「（
同
項
第
一
号
に
お
い
て
子
に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
者
（
以
下
「
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
前
の
監

護
対
象
者
等
」
と
い
う
。）を
含
む
。
以
下
同
じ
。）」
を
、「
あ
り
」
の
下
に
「
、
第
九
条
中
「
三
歳
に
満
た
な
い
子
の
あ

る
職
員
が
当
該
子
を
養
育
」
と
あ
り
」
を
加
え
、「
第
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
五
項
中
「
第
九
条
又
は

前
条
の
」
と
あ
る
の
は
「
前
条
の
」
と
、
同
条
第
一
項
中
「
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条
の
規
定
に
よ

る
請
求
に
係
る
期
間
と
前
条
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
期
間
と
が
重
複
し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

あ
る
の
は
「
な
ら
な
い
」
と
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
第
九
条
又
は
前
条
に
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
に
」
と
、

前
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
九
条
又
は
第
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
条
」
と
、
同
項
」
を
「
第
九
条
中
「
当
該

請
求
を
し
た
職
員
の
業
務
を
処
理
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
」
と
あ
る
の
は
「
公
務
の

運
営
に
支
障
が
あ
る
」
と
、
第
十
一
条
第
二
項
中
「
、
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
、
そ
れ
ぞ
れ
第
九
条
に
規
定
す
る
支

障
の
有
無
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
第
九
条
又
は
前
条
の
」
と
あ
る
の
は
「
前
条
の
」
と
、「
第
九
条
又
は
前
条
に
」
と

あ
る
の
は
「
同
条
に
」
と
、
前
条
第
二
項
」
に
改
め
、「
、「
こ
れ
ら
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
」
と
」
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
人
事
院
規
則
一

三
四
の
一
部
改
正
）

２

人
事
院
規
則
一

三
四
（
人
事
管
理
文
書
の
保
存
期
間
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
三
の
表
規
則
一
〇

一
一
（
育
児
又
は
介
護
を
行
う
職
員
の
早
出
遅
出
勤
務
並
び
に
深
夜
勤
務
及
び
超
過

勤
務
の
制
限
）
の
項
中
「
第
六
条
（
第
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
「
第
六
条
」
に
改
め
、「
第

十
条
（
」
の
下
に
「
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
を
加
え
る
。

二

職
員
に
対
す
る
次
に
掲
げ
る
妊
娠
又
は
出
産
に
関
す
る
制
度
又
は
措
置
の
利
用
に
関
す
る
言
動
に
よ
り
当
該
職

員
の
勤
務
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
。

イ

規
則
一
〇

七
（
女
子
職
員
及
び
年
少
職
員
の
健
康
、
安
全
及
び
福
祉
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
妊

娠
、
出
産
、
哺
育
等
に
有
害
な
業
務
に
就
か
せ
な
い
こ
と
。

ロ

規
則
一
〇

七
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
深
夜
勤
務
又
は
正
規
の
勤
務
時
間
等
以
外
の
時
間
に
お
け
る
勤
務
を

さ
せ
な
い
こ
と
。

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
法
に
基
づ
き
、
妊
娠
、
出
産
、
育
児
又
は
介
護
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等
に
関

し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
二
月
一
日

人
事
院
総
裁

一
宮
な
ほ
み

人
事
院
規
則
一
〇

一
五

妊
娠
、
出
産
、
育
児
又
は
介
護
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
人
事
行
政
の
公
正
の
確
保
、職
員
の
利
益
の
保
護
及
び
職
員
の
能
率
の
発
揮
を
目
的
と
し
て
、

妊
娠
、
出
産
、
育
児
又
は
介
護
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
の
た
め
の
措
置
及
び
妊
娠
、
出
産
、
育
児
又
は
介

護
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
生
じ
た
場
合
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
の
措
置
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
、「
妊
娠
、
出
産
、
育
児
又
は
介
護
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と
は
、
職
場
に
お
け
る

次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

一

職
員
に
対
す
る
次
に
掲
げ
る
事
由
に
関
す
る
言
動
に
よ
り
当
該
職
員
の
勤
務
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
。

イ

妊
娠
し
た
こ
と
。

ロ

出
産
し
た
こ
と
。

ハ

妊
娠
又
は
出
産
に
起
因
す
る
症
状
に
よ
り
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
若
し
く
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と

又
は
能
率
が
低
下
し
た
こ
と
。




		2016-11-30T15:12:01+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




